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鼻腔T／NKリンパ腫におけるEpstein－Barrウ
イルス遺伝子の包括的解析
（内科学第一）
○張　　　宇、高久　智生、本多　聖子
　大屋敷一馬
（難治性免疫疾患研究センター）
　大屋敷純子
　鼻腔T／NKリンパ腫は鼻腔を中心とした上気道に
壊死性、肉芽腫性病変を伴い、致死的経過をとる疾患
で、ほとんどの症例でEpstein－Barrウイルス（EBV）
が陽性であることよりEBVが病態に深く関わってい
る事が知られている。そこで、EBVが鼻腔T／NKリン
パ腫にどのように関与しているかを明らかにする目
的で、我々が樹立した鼻腔T／NKリンパ腫由来細胞
株（SNK－1，　SNK－6，　SNT－8）および慢性活動性EBV
感染症患者由来細胞クローン（SNK－13，　SNT－16）を
用いて、EBV遺伝子についてマイクロアレイによる包
括的解析を行った。EBV遺伝子マイクロアレイは
EBVの既知の88個のopen　reading　frameをスポット
したオリゴヌクレオチドアレイでCelonex社との共
同開発で作成した。今回検討したT／NK細胞は鼻腔
T／NKリンパ腫由来細胞株、慢性活動性EBV感染症
患者由来細胞クローン共に、サザンプロットによる
EBV　terminal　repeatの解析で1まモノクローナルなバ
ンドを示し、ウエスタンプロットや抗体による解析で
はEBNA－1陽性、　LMP－1陽性、　EBNA－1陰性のII型
潜伏感染様式を示した。一方、マイクロアレイによる
解析では鼻腔T／NKリンパ腫由来細胞株における
EBV遺伝子発現と慢性活動性EBV感染症患者由来細
胞クローンにおけるそれは異なるパターンを示し、
CSF－l　receptorやintracellular　adhesion　molecule　lと
相同性を有するBARF－1遺伝子発現ほかリンパ腫に
おいて特徴的な遺伝子発現が認められた。以上より
DNAマイクロアレイによるEBV遺伝子の包括的解
析は鼻腔T／NKリンパ腫を始めとするEBV関連リ
ンパ腫の病態解明に有用と考えられた。本研究は文部
科学省　産学連携事業の助成による。
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高齢者骨髄異形成症候群における。一：Kit
（CD117）の発現の検討
（老年病学）
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【目的】c一・Kit（CD　I　I7）は、　stem　cell　factorをリガン
ドとするチロシンキナーゼ型レセプターであり、急性
骨髄性白血病や骨髄異形成症候群（MDS）のlate
stageの多くにその発現が報告されている。一方、慢性
骨髄性白血病に対する分子標的療法として登場した
メシル酸イマチニブが、c－Kitのチロシンキナーゼを
選択的に阻害することが報告され、c－Kit陽性造血器
悪性疾患における有用性が期待されている。今回我々
は、高齢者MDS、特にearly　stageにおける。－Kitの発
現を検討した。
【症例と方法】当科を受診し、MDSと診断された7
例。男性4例、女性3例。年齢66－90歳、中央値78
歳、refractory　anemia（RA）5　TiliJ、　RA　with　ringed
sideroblasts（RARS）1例、　RA　with　excess　of　blasts
（RAEB）1例。正常コントロール2例。陽1生コントロー
ルとして、secondary　AML　l例。初診時、骨髄組織に
ついて検討した。一次抗体として活性化（リン酸化）
した。－Kitに反応するphospho－c－Kit（Tyr719）抗体
（cell　signaling　technology，　Germany）を使用し、免疫組
織染色（IHC）を施行した。
　同時に、7例中5例がCD45　gatingによる細胞表面
マーカー解析（FACS）によりCDI17の発現を検討
された。
【結果】FACSの結果より、　CDl17の発現率は44．6－
95．7（71．6）％であった。ともに発現したマーカーとし
てCD　34が最もよく認められた。しかしながら、IHC
とFACSの結果は、一致しなかった。
【考察】高齢者MDS患者においては、c－Kitの発現は
まれではなく、その病態に何らかの役割を演じている
可能性が示唆された。
　なお、本研究は平成15年度東京医科大学研究助成
金にて研究された。
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